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開催決定！開催決定！
出場 :

吉幾三
予選を通過した20組のみなさん

大ホール
☎

、田辺市
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吉幾三
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吉幾三
予選を通過した20組のみなさん
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☎

、田辺市
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吉幾三
予選を通過した20組のみなさん

大ホール
☎

、田辺市

62

62

八代亜紀 吉幾三

出場：予選を通過した 20組の皆さん

司会：小
お だ ぎ り

田切千
せん

アナウンサー

紀南文化会館「大ホール」

開催決定！
予選会

出場申込み

郵便往復はがき（私製を除く。）でお
申し込みください。
※記入に不備があった場合は無効に
なりますのでご注意ください。

観覧申込み

◇応募多数の場合は、250 組を選出の上、前日の予選会にご出
場いただきます。
◇中学生以上の方で、原則アマチュアの方が対象です。（中学生
は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。保護者の名
前と電話番号も記入してください。）
◇応募は１名（組） １通に限ります。
◇グループでお申込みの場合は、全員の名前（ふりがな） と年齢・
性別・職業を明記の上、代表者がお申し込みください。
◇応募後の曲目・出場者の変更はできません。

◇応募多数の場合は、抽選の上、入場整理券（１枚で２名入場可） 
をお送りします。
◇インターネットオークション等での転売を目的としたお申込
みは固くお断りします。なお、売買を目的としたお申込みであ
ると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

お問合せ　NHK和歌山放送局　☎073-424-8111（平日 9時30分～19時）
　　　　　　　文化振興課 文化振興係　☎ 0739-26-9943

開会：11時 45分

結果発表：17時頃予定
（当日発表）

開場：11時

開演：11時 45分

終演予定：13時 30分

640-8556

（住所不要）
NHK 和歌山放送局

「NHK のど自慢」
出場係

（返信用裏面）
何も書かないでくだ
さ い。（ 選 出 結 果 を
印刷してご返送しま
す。）

郵便番号
住所
名前

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（学生は部活動
なども）
⑧歌う曲目と歌手名
⑨選曲理由

本番

640-8556

（住所不要）
NHK 和歌山放送局

「NHK のど自慢」
観覧係

（返信用裏面）
何も書かないでくだ
さ い。（ 選 出 結 果 を
印刷してご返送しま
す。）

郵便番号
住所
名前

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

12時15分～13時（生放送）
平成 30 年 【総合・ラジオ第 1】放送予定

（往信用裏面）

平成 29 年 12 月 18 日（月）必着締切り

（往信用裏面）

62

62

62

62

ゲスト

郵便往復はがき（私製を除く。）でお
申し込みください。
※記入に不備があった場合は無効に
なりますのでご注意ください。

　紙・シール
等の貼付け、
修 正 液 の 使
用もご遠慮く
ださい。

　紙・シール
等の貼付け、
修 正 液 の 使
用もご遠慮く
ださい。

▼▼

平成 30 年 1 月 5 日（金）必着締切り

平成 30年 平成 30年

外来種！防げ！
特集

あなたと市政をつなぐ情報紙
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　平成 29年 11月号・目次

02 目次・特集「防げ！ 外来種！」

08 トップニュース
平成 30 年度の軽自動車税について／生涯学
習フェスティバルを開催します　ほか

26 みんなの彩時記
おいしい料理で紀南の魅力を発見／今年も催し
が盛りだくさん！ 熱気に満ちた弁慶まつり　ほか

12 情報ボックス
脳わくわくクッキングを開催します／第 32
回田辺第九演奏会を開催します　ほか

22 みんなの広場

20 相談日程等

　今月の表紙は、田辺高
校生物部の皆さん。阿部
隼人君をはじめ、3 人の
部員は、慣れた手つきで
アフリカツメガエルを捕
獲していました。　

皆
さ
ん
は
、
外
来
種
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

外
来
種
は
日
本
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
田
辺
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

田
辺
市
に
は
ど
ん
な
外
来
種
が
い
て
、
ど
ん

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
ど
、
一
緒
に
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

◇
環
境
課 

環
境
対
策
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

◇
田
辺
自
然
保
護
官
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
３
）
３
９
５
５

参
照
：
環
境
省
ホ
ー
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ペ
ー
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田辺に定着している主な外来種 外来種問題とは
　

外
来
種
と
は
、
元
々
の
地
域
に
存
在
し
な

か
っ
た
も
の
が
、
意
図
的
又
は
非
意
図
的
に
関

わ
ら
ず
、
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
生
物
の

こ
と
で
す
。
逆
に
、
地
域
固
有
の
生
物
を
在
来

種
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
日
本
に
生

息
す
る
外
来
種
は
、
２
０
０
０
種
以
上
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
荷
物
や
乗
り
物
に
紛
れ
込

ん
で
入
っ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
生
物
は
、
ペ
ッ
ト
や
食
用
な
ど
の
目
的

で
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
外
来
種
の
何
が
問
題
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
生
態
系
は
、
長
い
期
間
を
か
け

て
食
う
・
食
わ
れ
る
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
外

来
種
が
入
る
と
、
生
態
系
な
ど
へ
悪
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
外
来
種

を
「
侵
略
的
外
来
種
」
と
呼
び
、
日
本
全
国
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

外
来
種
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
17
年

6
月
に
外
来
生
物
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
で
は
、
人
間
の
移
動
や
物
流
が
盛
ん
に

な
り
始
め
た
明
治
時
代
以
降
に
海
外
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
外
来
種
の
う
ち
、
特
に
問
題
の
大
き

な
も
の
を
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
も
し
、
そ
れ
を
不
正
に
輸
入
や
売
買
な

ど
を
し
た
場
合
は
、
最
高
で
懲
役
3
年
、
罰
金

３
０
０
万
円（
個
人
）若
し
く
は
1
億
円（
法
人
）

を
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に

国
内
に
定
着
し
て
い
る
特
定
外
来
生
物
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
防
除
が
行
わ
れ
ま
す
。

ウシガエル
原産地：アメリカ東部・中部、カナダ南東部
体　長：12 ～ 18cm
体　色：緑色から褐色まで様々で、虎班模
　　　　様が入る
影　響：大型で極めて捕食性が強く、昆虫
　　　　やザリガニのほか、口に入る大き
　　　　さであれば哺乳類や鳥類など、ほ
　　　　とんどの動物がエサとなる。［特
　　　　定外来生物］

アライグマ
原産地：北アメリカ
体　長：頭から尻尾の付け根まで40～ 60cm、尻尾は20～ 40cm
体　色：全体的に褐色
影　響：雑食性で、農作物を加害するほか、人や家畜（ペット
　　　　を含む。）との共通感染症を蔓延させる恐れや、希少
　　　　な在来生物を捕食する。［特定外来生物］

アフリカツメガエル
原産地：南アフリカ
体　長：5 ～ 13cm
体　色：茶褐色
影　響：食性が幅広いため在来の水生
　　　　生物との競合や、在来のカエ
　　　　ルへの寄生虫の伝搬などの恐
　　　　れがある。

ミドリガメ
（ミシシッピアカミミガメ）
原産地：北アメリカ
体　長：甲長 18 ～ 24cm
体　色：甲羅に黄色や黒のしま模様、
　　　　顔の横が赤い
影　響：在来種のカメの生活に影響を
　　　　及ぼしたり、水草やカルガモ
　　　　などの雛を食べたりする。

侵略的外来種による影響例

American bullfrog

Common raccoon

African clawed  frog

Common slider

特定外来生物（一部）

　◇在来種を食べてしまう
　◇在来種の生息・生育環境やエサを
　　奪ってしまう
　◇近い関係にある在来種と交雑して
　　雑種ができる

　◇毒を持っている外来種にかまれたり、
　　刺されたりする危険がある

　◇田畑を荒らす
　◇農林水産物を食べてしまう

フイリマングース

ガビチョウ

カミツキガメ

セアカゴケグモ

ボタンウキクサ

人間

農林
水産業

生態系

外来種！防げ！
特集



7 Tanabe Publicity  2017.11 広報田辺　平成 29 年 11 月号 6

　

外
来
種
は
、
入
っ
て
き
た
も
の
全
て
が
定
着
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
着
す
る
も
の
は
約

1
割
で
、
残
り
の
約
9
割
は
環
境
が
合
わ
ず
定
着

し
ま
せ
ん
。
定
着
す
る
も
の
は
、
生
息
に
適
地
の

た
め
強
く
根
付
き
、様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
も
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
は
、
全
国
で
も
侵
入
例

が
少
な
い
た
め
、防
除
法
は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

手
探
り
状
態
で
防
除
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
根
絶

に
は
至
ら
ず
、
一
度
侵
入
し
た
も
の
を
ゼ
ロ
に
戻

す
難
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
、
も
ち
ろ
ん
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
も
し
侵
入
し
た
場
合
、
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
で
発
覚
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
地
域
の
自
然
に
親
し
ん
で
い
る
と
、「
見

た
こ
と
が
な
い
生
物
だ
な
」
と
気
付
く
土
台
が
で

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
地
域
の
自
然
と
触
れ
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
田
辺
市
に
は
、
美
し
い
自
然
、
珍
し

い
生
物
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
外
来
種

に
よ
っ
て
壊
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
変
わ
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
是
非
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

環境省
田辺自然保護官事務所

自然保護官
髙橋 優人 さん

鳥の巣半島でのアフリカツメガエルの根絶に向けて

田
辺
中
学
校
・
田
辺
高
校

生
物
部
の
取
組

外来種を見付けたら……

ペットは責任をもって飼いましょう

　

田
辺
で
特
に
繁
殖
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
は
、
鳥
の
巣
半
島
に
生
息
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
生
息
し
て
い
る
生
物
の
種

類
が
と
て
も
多
い
場
所
で
す
。
ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
は
そ
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
多
様
性
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

田
辺
自
然
保
護
官
事
務
所
で
は
、
根
絶
に

向
け
て
地
域
の
自
然
保
護
団
体
等
と
協
働
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
活
動
の
一
つ
が
、

た
め
池
の
調
査
で
す
。
調
査
で
は
、
40
以
上

あ
る
た
め
池
の
利
用
状
況
を
把
握
し
、
棲
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
罠
を
仕
掛
け

た
り
、
水
を
抜
い
た
り
し
て
実
態
を
調
べ
て

い
ま
す
。

　

外
来
種
を
見
付
け
た
場
合
は
、
左
記

の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
◇
外
来
生
物
法
に
基
づ
く
特
定
外
来
種

田
辺
自
然
保
護
官
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
３
）
３
９
５
５

◇
そ
の
他
の
外
来
種

環
境
課 

環
境
対
策
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

◇
特
定
外
来
生
物
一
覧

☆

h
ttp

://w
w

w
.en

v.g
o

.jp
/

nature/intro/2outline/list.htm
l

　

捨
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
外
来

種
を
含
む
ペ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
た
又
は
逃
げ
出
し
た
ペ
ッ

ト
は
野
外
に
定
着
し
、
大
き
な
被

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
こ
と

を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ペ
ッ
ト
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

◇
動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解

し
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う

◇
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◇
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◇
動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う

◇
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
所
有

者
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　

田
辺
中
学
校
・
田
辺
高
校
の
生
物
部
も
調

査
に
協
力
し
て
い
る
団
体
の
一
つ
で
す
。
4

カ
エ
ル
捕
獲
用
の
罠
を
た

め
池
に
設
置
。
お
び
き
寄

せ
る
た
め
の
餌
は
、
鶏
の

レ
バ
ー
で
す
。

カ
エ
ル
は
夜
行
性
の
た

め
、
一
晩
放
置
し
、
翌
日

引
き
上
げ
ま
す
。

捕
獲
し
た
カ
エ
ル
は
生
物

部
で
調
べ
た
り
、
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
に
提
供
し

ま
す
。

年
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
繁
殖
状

況
の
調
査
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎

月
罠
を
仕
掛
け
、
捕
ま
え
た
カ
エ
ル
の
数
や

大
き
さ
な
ど
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
現
状
で

は
根
絶
す
る
た
め
の
有
効
な
手
立
て
が
な
い

状
態
で
す
が
、
定
期
的
な
調
査
を
続
け
る
こ

と
で
、
生
息
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
か
ど
う

か
や
繁
殖
の
早
さ
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

外来生物被害予防三原則
現地調査

①
罠
設
置

②
回
収

③
研
究

　田辺高校生物部
（左から）
黒﨑 裕

ゆう き

貴 君（高 1）
加藤 聖

まさ き

輝 君（高 1）
津越 亮

りょうすけ

佑 君（高 1）

▼

※調査は、所有者の方のご協力の下で行っています。個人の土地や池に
は、無断で入らないでください。

■入れない…悪影響を及ぼす恐れのある外来種を自然分
布域から非分布域へ「入れない」
■捨てない…飼育・栽培している外来種を適切に管理し

「捨てない」（逃がさない・放さない・逸出させないこと
を含む。）
■拡げない…既に野外にいる外来種を他地域に「拡げな
い」（増やさないことを含む。）

外来種！防げ！
特集
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第 11 回　田辺・弁慶映画祭を開催します

問合せ　田辺・弁慶映画祭実行委員会事務局（☎ 0739-26-9929）
　

幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
映

画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
︑﹁
招
待
作
品
﹂
と
し
て
左

記
の
作
品
を
上
映
し
ま
す
︒
ゲ

ス
ト
と
し
て
監
督
や
出
演
者
が

登
壇
す
る
作
品
も
あ
り
ま
す
︒

☆
11
月
10
日
㊎
～
12
日
㊐

☆
紀
南
文
化
会
館

﹁
大
ホ
ー
ル
﹂﹁
小
ホ
ー
ル
﹂

☆
紀
南
文
化
会
館
窓
口
販
売

︵
11
月
10
日
～
12
日
︶

１
３
０
０
円

※
前
売
り
に
つ
い
て
は
︑
上
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
中
学
生
以
下
は
前
売
り
１
枚

で
２
名
ま
で
鑑
賞
可
︑
窓
口
販

売
の
場
合
は
︑
1
名
に
つ
き

５
０
０
円
で
す
︒

■
招
待
作
品

◇
聖さ
と
しの
青
春

◇
星
守
る
犬

◇
そ
れ
い
け
！ 

ア
ン
パ
ン
マ

ン　

ブ
ル
ブ
ル
の
宝
探
し
大
冒

険
！

◇
T
O
K
Y
O
デ
シ
ベ
ル

※
主
演
・
松
岡
充
さ
ん
登
壇

◇
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︑
死
ん

じ
ゃ
っ
た
っ
て
︒︵
P
G
12
︶

※
森
ガ
キ
侑ゆ
き
ひ
ろ大
監
督
︑
主
演
・

岸
井
ゆ
き
の
さ
ん
登
壇

◇
P
A
R
K
S

◇
こ
の
世
界
の
片
隅
に

◇
淵
に
立
つ

※
深
田
晃
司
監
督
登
壇

◇
36
．
８
℃　

サ
ン
ジ
ュ
ウ
ロ

ク
ド
ハ
チ
ブ

※
安
田
真
奈
監
督
登
壇

　

上
映
日
時
︑
チ
ケ
ッ
ト
購
入

方
法
等
の
詳
細
は
上
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

　

ま
た
︑
若
手
映
画
監
督
の
作

品
を
上
映
し
審
査
す
る
﹁
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
﹂︵
無
料
︶

も
︑
11
月
10
日
㊎
13
時
か
ら
及

び
11
日
㊏
10
時
か
ら
の
２
日
間

あ
り
ま
す
の
で
︑
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
っ
て
﹁
観

客
賞
﹂
が
決
定
し
ま
す
︒

市税に対するご理解と納期限までの納税をお願いします

問合せ　納税推進室 徴収係（☎ 0739-26-9922）
　

市
税
は
︑
私
た
ち
の
毎
日
の

生
活
を
支
え
︑
住
み
よ
い
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
︒

■
11
月
・
12
月
は
「
合
同
滞
納

整
理
強
化
月
間
」

　

市
税
は
︑
定
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
︒

　

納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
︒
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ

た
方
と
の
公
平
を
保
ち
︑
滞
納

額
の
解
消
を
図
る
た
め
に
︑
和

歌
山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
と
合
同
で
︑
11
月
・
12

月
を
﹁
合
同
滞
納
整
理
強
化
月

間
﹂
と
し
て
︑
財
産
の
差
押
え

︵
預
金
・
給
与
や
不
動
産
等
︶

等
滞
納
処
分
を
強
化
し
︑
税
収

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
︒

■
滞
納
処
分

　

納
期
限
を
過
ぎ
︑
督
促
状
が

送
付
さ
れ
て
か
ら
10
日
を
経
過

し
て
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合

は
︑
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
︒
こ
の
場
合
︑
財
産
調
査

を
行
い
︑
預
金
・
給
与
や
不
動

産
を
差
し
押
さ
え
る
等
の
処
分

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

■
延
滞
金

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
︑
納
期
限
の
翌
日

か
ら
税
金
を
納
め
た
日
ま
で
の

期
間
の
日
数
に
応
じ
︑
所
定
の

割
合
で
計
算
し
た
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
︒
納
期
限
を
過
ぎ

て
税
額
の
み
を
納
付
さ
れ
た
場

合
︑
延
滞
金
を
別
途
請
求
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

■
納
税
の
ご
相
談
に
つ
い
て

　

納
税
推
進
室
で
は
︑
経
済
的

な
事
情
等
で
市
税
の
納
付
が
困

難
な
方
の
納
税
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
︒
滞
納
と
な

る
前
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
︒
毎
週
㊍
は
19
時
ま
で
窓
口

業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す
︒
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
に
す
る
と
納
期
を

忘
れ
る
心
配
が
な
く
︑
指
定
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
め
ら
れ
ま

す
の
で
︑
金
融
機
関
等
へ
お
出

掛
け
に
な
る
手
間
が
省
け
大
変

便
利
で
す
︒
納
期
限
の
1
か
月

前
ま
で
に
︑
預
貯
金
通
帳
と
通

帳
届
出
印
を
お
持
ち
の
上
︑
取

扱
い
金
融
機
関
の
窓
口
で
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒
申
込

用
紙
は
︑
市
内
の
各
金
融
機
関

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
︒

︵
通
帳
届
出
印
を
照
合
す
る
た

め
︑
市
役
所
窓
口
で
は
お
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
︒︶

平成 30 年度の軽自動車税について

問合せ　税務課 庶務係（☎ 0739-26-9919）

■
原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
車
等

　

左
表
の
税
額
と
な
り
ま
す
︒

■
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　

左
表
の
税
額
と
な
り
ま
す
︒
左
表

①
の
う
ち
︑
毎
年
4
月
1
日
の
賦
課

期
日
現
在
に
︑
新
車
登
録
か
ら
13
年

を
超
え
る
車
両
は
左
表
③
の
重
課
税

率
の
適
用
と
な
り
ま
す
︒

■
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
係
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
︑
特

例
措
置
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
︒

　

平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
で

は
︑
平
成
29
年
度
中
︵
4
月
1
日
～

平
成
30
年
3
月
31
日
︶
に
新
車
登
録

を
し
た
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る

軽
四
輪
車
等
に
つ
い
て
︑
そ
の
燃
費

性
能
に
応
じ
て
左
表
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
︵
軽
課
︶
が
適
用
さ
れ
︑
平
成

30
年
度
分
の
み
軽
自
動
車
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
︒

車　　　種 税率（年額）

原動機付自転車

総排気量
又は
定格出力

50cc 以下又は 0.6kw 以下 2,000 円
50cc を超え 90cc 以下又は 0.6kw を超え 0.8kw 以下 2,000 円
90㏄を超え 125㏄以下又は 0.8kw を超え 1kw 以下 2,400 円

ミニカー 3,700 円

小型特殊自動車
農業作業用 2,000 円
その他のもの 5,900 円

2 輪の軽自動車 総排気量が 125cc を超え 250cc 以下 3,600 円
2 輪の小型自動車 総排気量が 250cc を超えるもの 6,000 円

車　　　種

税率（年額）
①平成 27 年

3 月 31 日以前
新車登録（旧）

②平成 27 年
4 月 1 日以後

新車登録（新）

③ 新 車 登 録 か
ら 13 年経過
（重課）※

軽自動車

3 輪で総排気量が 660㏄以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

4 輪以上で
総排気量が
660㏄以下

乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

※③に該当する車両は、平成17年3月31日以前に新車登録された車両です。中古車の場合は、
購入された年月と新車登録年月とは異なります。（被けん引車・電気自動車等を除きます。）

対象者 内容

電気自動車等 税率をおおむね
75％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 30％達成車

税率をおおむね
50％軽減

H32年度燃費基準
＋ 10％達成車

税率をおおむね
25％軽減

■対象及び軽課割合
◇軽乗用車

対象者 内容

電気自動車等 税率をおおむね
75％軽減

H27 年度燃費基準
＋ 35％達成車

税率をおおむね
50％軽減

H27年度燃費基準
＋15％達成車

税率をおおむね
25％軽減

◇軽貨物車

※ガソリン車・ハイブリッド車については、いずれも平成 17 年排出ガス基準 75％低
減達成車（★★★★）又は、平成 30 年排出ガス基準 50％低減達成車に限ります。
※新車登録をした年月及び燃費基準達成状況は、自動車検査証で確認できます。

■軽課を適用した場合の税率

車　　　種

標準税率
（平成 27 年 4 月
1 日以降に新車
登録された車）

グリーン化特例（軽課）

おおむね
25％軽減

おおむね
50％軽減

おおむね
75％軽減

軽自動車

3 輪で総排気量が 660cc 以下 3,900 円 3,000 円 2,000 円 1,000 円

4 輪以上で
総排気量が
660cc 以下

乗用 営業用 6,900 円 5,200 円 3,500 円 1,800 円
自家用 10,800 円 8,100 円 5,400 円 2,700 円

貨物 営業用 3,800 円 2,900 円 1,900 円 1,000 円
自家用 5,000 円 3,800 円 2,500 円 1,300 円
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生涯学習フェスティバルを開催します

問合せ　生涯学習課 生涯学習推進係（☎ 0739-26-4908）

☆
11
月
25
日
㊏
～
26
日
㊐

☆
10
時
～
16
時
︵
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
は
9
時
30
分
～
︶

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー　

ほ
か

■
テ
ー
マ　
﹁
学
び
か
ら
は
じ
ま
る

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
﹂

■
語
句
説
明　
﹇
申
﹈
事
前
に
上
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

【
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
】

■
25
日
開
催

◇
1
階

○
松
ぼ
っ
く
り
で
ツ
リ
ー
作
り

○
自
家
製
お
み
そ
作
り
体
験
教
室
︙

小
学
4
年
生
以
上
︑
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
︑
2
回
実
施
で
各
回
定
員
8

名
︑
参
加
費
５
０
０
円
﹇
申
﹈

○
ジ
ェ
ン
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
レ
イ
づ
く
り

○
も
っ
た
い
な
い
︒
捨
て
る
前
に
活

用
し
よ
う
！

◇
2
階

○
長
野
公
民
館　

大
正
琴
演
奏
会

○
三
栖
公
民
館　

大
正
琴
演
奏
会

○
東
部
公
民
館　

舞
踊
サ
ー
ク
ル

﹁
東
舞
乃
会
﹂　

舞
踊
発
表

○
西
部
公
民
館　

あ
す
な
ろ
合
唱
団

発
表

○
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介
と

登
録
団
体
に
よ
る
発
表

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

○
環
境
を
考
え
る
市
民
の
集
い

◇
4
階

○
女
性
電
話
相
談　

専
用
電
話
︙
10

ペ
ー
ジ
参
照

○
お
し
ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

○
中
学
生
カ
フ
ェ

◇
屋
外

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
南
ス
テ
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
ツ
リ
ー

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
亭

○
南
紀
チ
ア
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と
ス

タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
特
別
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ

■
26
日
開
催

◇
1
階

○
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
コ
ー
ナ
ー
～

骨
密
度
測
定
と
健
康
相
談
～
︙
市
に

住
民
票
の
あ
る
20
歳
以
上
の
女
性
︑

先
着
70
名
程
度
︒
11
月
13
日
㊊
か
ら

健
康
増
進
課
︵
☎
０
７
３
９
︱

２
６
︱

４
９
０
１
︶へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

○
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

○
薬
剤
師
の
仕
事
～
調
剤
体
験
～

○
た
ば
こ
の
パ
ネ
ル
展

○
歯
科
相
談
と
口こ
う
く
う腔

衛
生
指
導

○
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
と
フ
ッ
化
物

塗
布

○
元
気
た
な
べ
コ
ー
ナ
ー
﹃
食
を
考

え
る
﹄
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

○
乳
房
模
型
で
﹁
し
こ
り
﹂
触
診
体

験
︑
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
＆
写
真
展

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は重大な人権侵害です
11 月 12 日㊐～ 25 日㊏は「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です

問合せ　男女共同参画推進室（☎ 0739-26-4936）
　

Ｄ
Ｖ
と
は
︑﹁
配
偶
者
︵
事
実
婚

も
含
む
︒︶
や
︑
恋
人
・
パ
ー
ト
ナ
ー

等
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
や
︑
過
去

に
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
人
か
ら
振

る
わ
れ
る
暴
力
﹂
の
こ
と
を
い
い
ま

す
︒
男
性
が
被
害
に
遭
う
場
合
も
あ

り
ま
す
が
︑
被
害
者
の
多
く
は
女
性

で
す
︒
平
成
26
年
に
内
閣
府
が
行
っ

た
﹁
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す

る
調
査
﹂
に
よ
る
と
︑
女
性
の
約
4

人
に
１
人
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
︒
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
︑

性
犯
罪
︑
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
︑
売
買

春
︑
人
身
取
引
︑
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
︑
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
す
︒

　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
︑
そ
の
前
提
と
し
て
︑
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
な
の
で
す
︒

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？

　

交
際
中
の
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も
相

手
を
支
配
し
た
り
束
縛
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
が
増
え
て
い
ま

す
︒
相
手
か
ら
の
暴
力
を
愛
情
表
現

と
思
い
込
み
︑
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
て

い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
暴
力
﹂
と
い
っ
て
も
様
々
な
形

態
が
存
在
し
ま
す
︒
ま
た
︑
多
く
は

何
種
類
か
の
暴
力
が
重
な
っ
て
起

こ
っ
て
い
ま
す
︒

◇
身
体
的
暴
力

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
︑
物
を
投

げ
つ
け
る
等

◇
精
神
的
暴
力

心
無
い
言
動
等
に
よ
り
相
手
の
心
を

傷
つ
け
る
︑
大
声
で
怒
鳴
る
︑
交
友

関
係
を
制
限
し
た
り
電
話
や
メ
ー
ル

を
細
か
く
監
視
す
る
︑
生
活
費
を
渡

さ
な
い
︑
脅
す
等

◇
性
的
暴
力

嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
行
為
を
強

要
す
る
︑
中
絶
を
強
要
す
る
︑
避
妊

に
協
力
し
な
い
等

■
も
し
、
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
方
が

い
た
ら
…

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
自
分
自
身
を
責

め
︑
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
︒
あ
な
た
が
も
し
相
談
さ

○
出
張
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

○
子
ど
も
の
命
を
守
る
！ 

体
験
型

救
急
救
命
講
座
︙
12
ペ
ー
ジ
参
照

◇
2
階

○
わ
く
わ
く
実
験
・
発
明
ル
ー
ム
︙

小
学
4
～
6
年
生
︑
先
着
20
名
︵
事

前
申
込
み
可
︶

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ビ
ー
バ
ー
隊

ビ
ー
バ
ー
基
地
づ
く
り

◇
屋
外

○
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
︙
出
場
者
募
集
︒
11
月
16

日
㊍
締
切
り
﹇
申
﹈

○
青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
両
日
開
催

◇
1
階

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

○
田
辺
工
業
高
校　

生
徒
作
品
展
示

○
狂
犬
病
予
防
・
動
物
愛
護
の
啓
発

○
浄
化
槽
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
︑
浄
化
槽
管
理
者
講
習

○
人
権
の
花
運
動　

写
真
コ
ン
テ
ス

ト
パ
ネ
ル
展
示

○
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り

○
学
童
保
育
所　

作
品
展
示

○
リ
サ
イ
ク
ル
展
︙
抽
選
会
は
11
月

26
日
㊐ 

11
時
30
分
～

◇
2
階

○
幼
稚
園
︑
小
・
中
学
校
に
お
け
る

学
社
融
合
の
取
組
紹
介

○
市
立
幼
稚
園
絵
画
作
品
展

○
市
立
保
育
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
保
育

園
の
年
長
児
の
絵
画
展
示

○
世
界
遺
産
﹁
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
﹂
写
真
展

○
田
辺
保
護
司
会
活
動
紹
介

○
よ
し
く
ま
プ
チ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

◇
4
階

○
神
島
高
校
写
真
部　

写
真
展

○
﹁
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
﹂

絵
画
展
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

◇
屋
外

○
ミ
ニ
あ
が
ら
丼
の
数
量
限
定
販
売

○
消
防
体
験

【
南
方
熊
楠
顕
彰
館
】

■
25
日
開
催

○
南
方
熊
楠
邸
観
覧
無
料

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
収
蔵
庫
特
別
入
室
体
験

【
た
な
べ
る
】

■
25
日
開
催

○
お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

︙
小
学

1
～
2
年
生
︑
先
着
10
名
程
度
︑
市

立
図
書
館
︵
☎
０
７
３
９
︱

２
２
︱

０
６
９
７
︶へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

■
26
日
開
催

○
ス
ラ
イ
ド
＆
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
劇

場
︙
先
着
30
名
程
度

Ｄ
Ｖ
と
は

殴
る
・
蹴
る
だ
け
が
暴
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん

一
人
で
悩
ま
な
い
で

れ
た
ら
︑
ま
ず
そ
の
思
い
を
受
け
止

め
︑﹁
あ
な
た
は
︑
悪
く
な
い
﹂
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
︒
分
か
っ
て
も
ら

え
る
と
い
う
こ
と
が
﹁
力
﹂
に
な
り

ま
す
︒

■
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

◇
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
又
は
田

辺
警
察
署

☎
０
７
３
９
︵
２
３
︶
０
１
１
０

◇
和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害

者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
︵
４
４
５
︶
０
７
９
３

◇
西
牟
婁
振
興
局 

保
健
福
祉
課

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
７
９
５
２

◇
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
紀

南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
７
３
９
︵
２
４
︶
３
３
２
２

11
月
は
「
田
辺
市
学
び
月
間
」

11
月
第
4
㊏
は「
田
辺
市
学
び
の
日
」

　

上
記
の
ほ
か
︑
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
で
は
︑
女
性
の
抱
え
る
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
に
女
性
相
談
員
が
電
話

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
︒
一
人
で

悩
ま
ず
︑
ま
ず
は
相
談
︵
詳
細
は
20

ペ
ー
ジ
参
照
︶
し
て
く
だ
さ
い
︒

■
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
を
特
別

開
設
！

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合

わ
せ
て
︑
11
月
25
日
㊏
10
時
～
16
時

に
特
別
開
設
し
ま
す
︒

◇
相
談
専
用
電
話

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
４
９
１
９

　

女
性
相
談
員
が
︑
あ
な
た
か
ら
の

電
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒
相
談

は
無
料
で
す
︒
こ
の
機
会
に
お
電
話

く
だ
さ
い
︒

▲今年度の啓発ポスター

【
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

☆
受
付
・
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
等

☆
市
内
の
中
学
生

☆
11
月
16
日
㊍
ま
で
に
上
記
へ
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ヨ
ー
ガ
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

田
辺
市
健
康
づ
く
り
計
画
「
元
気
た

な
べ
」
事
業
と
し
て
、
ヨ
ー
ガ
の
体
験

講
座
を
実
施
し
ま
す
。
身
体
を
整
え
る

と
と
も
に
、
心
の
調
子
も
整
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

☆
☆
12
月
２
日
㊏　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

■
講
師　

宮
永 

昌
幸 

さ
ん（
日
本
ヨ
ー

ガ
療
法
学
会　

認
定
ヨ
ー
ガ
療
法
士
）

脳
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す

　
「
料
理
で
脳
ト
レ
シ
リ
ー
ズ
③
ハ
ワ

イ
の
食
を
知
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

☆
☆
12
月
14
日
㊍　

10
時
〜
13
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
ハ
ワ
イ
出
身
の
ジ
ェ
ン
先
生
か
ら
、

ハ
ワ
イ
の
ス
パ
ム
お
に
ぎ
り
を
教
わ
り

ま
す
。
少
し
の
英
会
話
を
通
し
て
、
脳

の
活
性
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
？ 
男
性
・

ご
夫
婦
で
の
参
加
も
是
非
ど
う
ぞ
。

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

☆
12
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き
タ
オ

ル
・
マ
ス
ク
・
上
靴
（
滑
り
に
く
い
物
）・

筆
記
用
具

☆
11
月
13
日
㊊
〜
30
日
㊍
に
、
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

初
心
者
の
た
め
の
お
せ
ち
料
理
講
習

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

伝
統
の
良
さ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
家

族
の
好
み
や
健
康
志
向
等
も
考
慮
し
た

お
せ
ち
料
理
を
手
作
り
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
お
せ
ち
料

理
初
心
者
の
方
、
若
い
方
大
歓
迎
で
す
！

自
然
観
察
教
室
「
秋
の
奇
絶
峡
を
楽

し
も
う
」
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
11
月
12
日
㊐　

9
時
〜
12
時

☆
奇
絶
峡
周
辺

☆
奇
絶
峡
駐
車
場

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
専
門
員
等

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

☆
飲
物
・
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
（
植

物
・
昆
虫
用
）・
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

■
服
装　

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子

☆
前
日
ま
で
に
、
は
が
き
又
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
☆ 

０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

成
人
の
日
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

☆
平
成
30
年
1
月
7
日
㊐

☆
11
時
（
受
付
10
時
30
分
〜
）

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
市
の
新
成
人
（
平
成
9
年
4
月
2
日

〜
平
成
10
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
）

※
市
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
方
で
、

成
人
式
の
案
内
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
会
場
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

【
新
成
人
意
見
発
表
者
募
集
】

　

社
会
・
友
人
・
職
場
等
に
つ
い
て
や

将
来
の
希
望
や
抱
負
等
、
自
由
な
意
見

を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
右
記
対
象
の
方
で
、
成
人
式
当
日
出

席
可
能
な
方

■
募
集
人
数　

1
名

☆
11
月
17
日
㊎
ま
で
に
、
２
０
０
０
字

程
度（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
）

に
意
見
を
ま
と
め
て
左
記
へ
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
書
類

選
考
後
、
本
人
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
選
考
の
結
果
、
新
成
人
意
見
発
表

者
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
記
念
品
を
進

呈
し
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
課 

公
民
館
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
防
災
講
座

を
開
催
し
ま
す

☆
☆
11
月
26
日
㊐　

10
時
〜
11
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
「
機
能
訓

練
室
」

☆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
の
開

催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
子
ど
も
の
命

を
守
る
！
体
験
型
救
急
救
命
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
子
育
て
中
に
起
こ
る
子

供
の
け
が
や
思
わ
ぬ
事
故
等
、
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て
ず
に
対
処
す
る
方
法
に

つ
い
て
、
学
ん
で
お
く
と
安
心
で
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
自
主

保
育
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
講
師　

市
消
防
団
女
性
分
団
員
、
田

辺
消
防
署
職
員

☆
☆
12
月
９
日
㊏　

10
時
〜
13
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
調
理
実
習

◇
メ
ニ
ュ
ー　

 

焼
き
物
・
煮
物
・
酢

の
物
等

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

☆
20
名
﹇
先
着
﹈

※
初
め
て
の
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

☆
１
０
０
０
円

☆
上
靴
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス

ク
・
手
拭
き
タ
オ
ル
1
枚
・
布
巾
1
枚
・

筆
記
用
具
・
持
ち
帰
り
用
容
器
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
等
）

☆
11
月
13
日
㊊
〜
30
日
㊍
に
、
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

※
昨
年
度
参
加
さ
れ
た
方
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

☆
30
名
﹇
先
着
﹈

☆
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
・
飲
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
お
持
ち
の
方
）

■
服
装　

動
き
や
す
い
も
の

☆
11
月
13
日
㊊
〜
12
月
1
日
㊎
に
、
左

記
へ
直
接
又
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
２
５

☆
乳
幼
児
の
保
護
者
10
組
﹇
先
着
﹈

☆
11
月
13
日
㊊
〜
25
日
㊏
に
、
左
記
へ

電
話
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

木
造
住
宅
等
無
料
耐
震
診
断
の
申
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

☆
次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
・
非

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

◇
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
※

◇
2
階
建
て
以
下

◇
延
べ
面
積
２
０
０
㎡
以
下

◇
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅

※
非
木
造
住
宅
は
昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
耐
震
診
断
費
用

◇
木
造
住
宅　

無
料

◇
非
木
造
住
宅　

最
大
8
万
９
０
０
０

円
の
補
助

■
補
助
金
額

◇
耐
震
補
強
設
計
補
助
金

最
大
13
万
２
０
０
０
円

（
補
助
率　

設
計
費
用
の
３
分
の
２
）

◇
耐
震
改
修
・
建
替
え
補
助
金

最
大
１
１
６
万
１
０
０
０
円

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
購
入
・

設
置
補
助
金

最
大
26
万
６
０
０
０
円（
シ
ェ
ル
タ
ー
・

ベ
ッ
ド
は
県
認
定
品
に
限
る
。）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
平
成
30
年
3
月

2
日
㊎
ま
で
に
事
業
が
完
了
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
ま
す
。

■
募
集
件
数　

耐
震
診
断
２
０
０
件﹇
先
着
﹈

☆
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
左
記
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
左
記
又
は
各
行
政
局
産
業

建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg
.jp

/ken
ch

iku
/ken

ch
iku

/
taisin_sindan.htm

l

第
4
回
南
紀
田
辺
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ロ
ー
ド
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す 

☆
平
成
30
年
2
月
25
日
㊐

☆
9
時
45
分
〜

☆
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
時
期
、
コ
ー
ス
は

梅
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
梅
の
香
り
が

漂
っ
て
い
ま
す
。「
季
節
と
梅
」
を
「
心

と
体
」
で
体
験
し
、「
自
然
の
味
・
自

然
の
お
い
し
さ
」
を
五
感
で
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紀
州
石
神
田
辺
梅
林
に
も
近
く
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
前
日
や
当
日
の
完
走
後

に
梅
林
で
の
観
梅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
当
日
、
会
場
で
は
飲
食
や
物
産
販

売
コ
ー
ナ
ー
・
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
・
餅

ま
き
を
開
催
し
ま
す
。

☆
◇
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部　

４
５
０
０
円

◇
12
㎞
の
部　

３
５
０
０
円

☆
平
成
30
年
1
月
19
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま

で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
郵
便
振

替
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
便
振

替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
払
込
取
扱
票

を
発
送
し
ま
す
。

☆
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
（
牟
婁
商
工
会
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

☆http://w
w

w
2.w

-shokokai.
or.jp/m

uro/
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自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
種
目
及
び
日
時
等

　

左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
、
平
成
30
年
4

月
1
日
現
在
、15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
平

成
13
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）
の
男
子
で
、
中

学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者
（
平
成
30
年
3
月
に
中

学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
見
込
み
の
方
を
含
む
。）

※
推
薦
受
付
に
つ
い
て
は
、
対
象
要
件

を
満
た
す
方
で
、
か
つ
、
学
校
長
の
推

薦
が
必
要
で
す
。

②
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
1
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方
で
、

平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
田
辺

地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

☆http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
w

akayam
a/

第
32
回
田
辺
第
九
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す　

☆
12
月
10
日
㊐

☆
15
時
（
開
場
14
時
30
分
）

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
４
０
０
０
円　

全
指
定
席
（
未
就
学

児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所　

紀
南
文
化
会
館
・ 

文
化
振
興
課
・
龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー
・

中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
大

塔
総
合
文
化
会
館
・
本
宮
教
育
事
務
所

■
託
児
所　

託
児
料
は
１
０
０
０
円

（
要
予
約
）
で
、
0
歳
〜
5
歳
の
お
子

さ
ん
が
対
象
で
す
。
11
月
27
日
㊊
ま
で

に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
小
中
学
生
・
高
校
生
鑑
賞
教
室
】

☆
市
及
び
そ
の
周
辺
町
村
在
住
の
小
中

学
生
・
高
校
生
。
た
だ
し
、
小
学
生
は

保
護
者
の
引
率
が
必
要
（
学
校
が
団
体

に
よ
り
引
率
の
場
合
は
除
く
。）

☆
２
０
０
名
（
座
席
は
2
階
席
）

☆
小
学
生
引
率
保
護
者
（
1
児
童
に

つ
き
1
名
）
の
み
、
引
率
者
入
場
料

２
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

☆
11
月
17
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
は

が
き
に
、
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
・
住

所
及
び
電
話
番
号
（
小
学
生
は
引
率
保

護
者
の
氏
名
及
び
住
所
）
を
記
入
の
上
、

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み

が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

の
架
空
請
求
は
が
き
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

　

民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
と
名
乗
る

機
関
か
ら
、「
総
合
消
費
料
金
に
関
す

る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
等
と

題
し
た
は
が
き
が
届
い
た
と
い
う
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

■
は
が
き
の
内
容

◇
「
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴
訟
を

開
始
す
る
」、「
給
与
、
財
産
の
差
押
さ

え
を
強
制
的
に
履
行
す
る
」
等
、
不
安

を
あ
お
る
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

◇
訴
訟
の
取
下
げ
等
に
つ
い
て
、
必
ず

本
人
が
連
絡
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

■
対
処
法

◇
は
が
き
が
届
い
て
も
無
視
す
る

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
応
じ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
訟
等
裁
判
に
関

す
る
重
要
書
類
が
は
が
き
で
送
ら
れ
て

く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
は
が
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
電
話
し
な
い

　

電
話
す
る
と
、
相
手
に
自
分
の
電
話

番
号
が
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

脅
さ
れ
た
り
、
執し
つ
よ
う拗

に
お
金
を
請
求
さ

れ
た
り
し
ま
す
。
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
場
合
は
、左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
◇
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

◇
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
９
９
９

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　

11
月
2
日
㊍
か
ら
、
消
費
生
活
相
談

員
を
配
置
し
、
悪
質
商
法
や
詐
欺
等
の

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
専
門
知
識
を
持
っ
た
消
費
生
活

相
談
員
が
、
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言

や
各
種
情
報
の
提
供
、
必
要
に
応
じ
て

あ
っ
せ
ん
（
業
者
と
の
交
渉
）
を
行
い

ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
（
例
）

◇
携
帯
電
話
に
、
身
に
覚
え
の
な
い
請

求
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

◇
「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
と
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
。

◇
突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
と
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
契
約
を
し
た
が
、や
め
た
い
。

◇
注
文
し
て
い
な
い
の
に
商
品
が
送
ら

れ
て
き
た
。　

等

☆
☆
㊊
㊋
㊍
㊎　

13
時
〜
16
時
（
相
談

員
対
応
時
間
）

☆
自
治
振
興
課
（
本
庁
舎
3
階
）

■
電
話
相
談　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
局
番
な
し
）
１
８
８
、
若
し
く
は

０
７
３
９
（
３
４
）
２
４
６
０

■
そ
の
他　

平
日
9
時
〜
17
時
は
、
和

歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所

（
☎
０
７
３
９
―

２
４
―

０
９
９
９
）
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

最
低
賃
金
、
確
認
し
ま
し
た
か
？

　

10
月
1
日
か
ら
和
歌
山
県
最
低
賃
金

は
、
時
間
額
７
７
７
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
は
常
用
労
働
者
の
み
で
な

く
、
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。
最
低
賃
金
額
に
は
、

精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
族
手
当
・

時
間
外
手
当
・
ボ
ー
ナ
ス
等
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。「
鉄
鋼
業
」「
百
貨
店
・

総
合
ス
ー
パ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ

い
て
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
◇
和
歌
山
労
働
局 

賃
金
室

☎
０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
５
２

◇
田
辺
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
４
６
９
４

試験項目 区分 受付期間 試験日 試験会場

①陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

推薦 11 月 1 日㊌～
12 月 1 日㊎

平成 30 年
1 月 6 日㊏～
8 日㊊㊗のうち
指定する 1 日

陸上自衛隊
高等工科学校

一般
11 月 1 日㊌～
平成 30 年
1 月 9 日㊋

平成 30 年
1 月 20 日㊏

田辺市内

②自衛官候補生 11 月 24 日㊎
まで 11 月 25 日㊏

和歌山地方
協力本部庁舎

《
鮎
川
》
大
塔
﹇
単
﹈﹇
事
故
住
宅
﹈
…

1
戸

※
﹇
単
﹈
単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申
込

み
が
で
き
ま
す
。

※
﹇
定
﹈
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象

と
し
ま
す
が
、
住
民
票
が
市
内
に
あ
る

方
も
申
込
み
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

市
外
か
ら
の
申
込
み
を
優
先
し
ま
す
。

※﹇
事
故
住
宅
﹈住
居
内
で
自
殺
・
他
殺
・

孤
独
死
等
が
あ
っ
た
住
宅
で
す
。
家
賃

や
部
屋
の
設
備
、
修
繕
状
況
等
は
通
常

の
住
宅
と
全
て
同
じ
条
件
で
す
。

■
間
取
り
・
家
賃
等　

間
取
り
は
2

Ｋ
・
2
Ｄ
Ｋ
・
3
Ｄ
Ｋ
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

等
タ
イ
プ
が
異
な
り
ま
す
。
家
賃
は
、

４
７
０
０
円
〜
４
万
７
９
０
０
円
で
、

住
宅
や
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
11
月
1
日
㊌
〜
22
日
㊌
に
、
左
記
へ

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
左
記
又
は
各
行
政
局
産
業
建
設
課

（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
。
抽
選
は
12
月
1
日
㊎
10
時

か
ら
本
庁
舎
3
階
「
第
1
会
議
室
」
で

行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地
等
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅
﹇
先
着
﹈

◇
龍
神
行
政
局
管
内　

1
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内　

4
戸

◇
大
塔
行
政
局
管
内　

6
戸

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
1

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
本
庁
管
内

《
文
里
》
神
子
浜
﹇
単
﹈
…
1
戸

《
新
万
》
新
万
5
﹇
単
﹈
…
1
戸

《
新
万
》
新
万
8
・
9
…
2
戸

《
新
庄
》
内
之
浦
4
…
1
戸

《
上
の
山
》
御
所
谷
2
…
1
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
川
合
》
川
合
2

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵

◇
大
塔
行
政
局
管
内　

《
鮎
川
》
鮎
川
津
呂
1
﹇
単
﹈
…
2
戸

《
下
川
下
》
竹
ノ
又
﹇
定
﹈
…
1
戸

和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会
を
開
催

し
ま
す

　

税
金
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で

に
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
自
主
的
に
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
税
金
の
滞
納

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
家
電
・
雑
貨
等

を
次
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

☆
11
月
18
日
㊏

☆
◇
受
付　

11
時
〜
12
時
50
分

◇
入
札
開
始　

13
時

☆
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
1
階
ア

リ
ー
ナ
（
岩
出
市
荊
本
63
―

2
）

■
参
加
団
体　

和
歌
山
地
方
税
回
収
機

構
ほ
か
県
内
参
加
市
町

■
公
売
方
法　

入
札

■
入
札
に
必
要
な
も
の

◇
購
入
代
金

◇
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
等
）

◇
印
鑑

◇
委
任
状（
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
）

◇
同
意
書（
入
札
者
が
未
成
年
の
場
合
）

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

☎
０
７
３
（
４
２
２
）
３
６
３
０

☆http://w
w

w
.w

-zeikaishu.jp/
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11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
や
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
田
辺
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
田
辺
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

◇
日
本
年
金
機
構

☆http://w
w

w
.nenkin.go.jp

◇
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

☆http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
等
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と

同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
平
成
29
年

1
月
〜
12
月
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証

書
等
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
1
月
1
日
〜
9
月
30
日

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
又
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。（
10
月
1
日
〜
12
月
31
日
の
間

国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

過
去
5
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
〜
平

に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
2
月
上

旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

☆
◇
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
掛
け
る
場

合
は
、
０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５
ま
で

◇
田
辺
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

文
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
一
時
閉
鎖
し

ま
す

　

文
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝
全
面

張
替
え
工
事
を
行
う
に
当
た
り
、
左
記

の
期
間
で
、
施
設
の
貸
出
し
を
一
時
中

止
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

11
月
20
日
㊊
〜
平
成
30
年
1
月
14
日
㊐

☆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

成
30
年
9
月
の
3
年
間
に
限
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が

で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間
等
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た

が
、
平
成
29
年
8
月
か
ら
は
、
資
格
期

間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納
制
度
を
利
用

し
不
足
し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な

か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
等
は
、
後
納
制
度
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
掛

け
る
場
合
は
、
０
３
（
６
６
３
０
）

２
５
２
５
ま
で

◇
田
辺
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す

　

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
取
得
し
た
土
地
の
面
積
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、
森
林
法
に
基
づ
く
市
町
村

長
へ
の
事
後
の
届
出
が
必
要
で
す
。

☆
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
方

※
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売

買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
日
と
届
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
下
記
へ
提
出
書
類
を
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

届
出
が
必
要
で
す
。

◇
無
届
・
無
許
可
で
伐
採
を
行
っ
た
場

合
、
１
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
◇
山
村
林
業
課 

山
村
振
興
係

（
大
塔
行
政
局
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
３

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/sanson/rintikaihatu.htm
l

◇
和
歌
山
県 

林
業
振
興
課

☎
０
７
３
（
４
４
１
）
２
９
６
０

◇
西
牟
婁
振
興
局 

林
務
課

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
７
９
１
１

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
届
出
等
が
必
要
で
す

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届

出
・
許
可
申
請
等
が
必
要
で
す
。
な
お
、

１
ha
（
1
万
㎡
）
を
超
え
る
森
林
の
開

発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
県
へ
の
林
地

開
発
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

【
普
通
林
の
場
合
】

☆
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
区
域

内
に
位
置
す
る
森
林
で
す
。
伐
採
す
る

森
林
が
該
当
し
て
い
る
か
確
認
す
る
に

は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
届
出
期
日
と
提
出
先

◇
伐
採
開
始
の
90
〜
30
日
前
ま
で
に
、

山
村
林
業
課
に
届
出
書
を
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
届
出
書
は
山
村
林
業
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

◇
届
け
出
る
こ
と
な
く
伐
採
を
行
っ
た

場
合
、
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
保
安
林
の
場
合
】

■
届
出
・
許
可
申
請
の
期
日
と
提
出
先

◇
皆
伐
は
、
伐
採
面
積
の
限
度
公
表
日

か
ら
30
日
以
内
に
県
へ
の
許
可
申
請
が

必
要
で
す
。

◇
天
然
林
の
択
伐
は
、
伐
採
す
る
30
日
前

ま
で
に
県
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

◇
間
伐
又
は
人
工
林
の
択
伐
は
、
伐
採

す
る
90
〜
20
日
前
ま
で
に
市
町
村
へ
の

◇
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書
（
左

記
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。）

◇
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

◇
新
た
に
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
登
記
事
項
証

明
書
や
土
地
売
買
契
約
書
等
の
写
し
）

☆
山
村
林
業
課 

山
村
振
興
係

（
大
塔
行
政
局
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
３

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/sanson/syoyu_iten.htm
l

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
及
び
源
泉
所

得
税
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

☆
☆
◇
11
月
20
日
㊊

紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

◇
11
月
28
日
㊋

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
・

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す 

 

　

パ
ソ
コ
ン
等
で
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
る
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

☆
①
11
月
11
日
㊏
、
②
11
月
18
日
㊏

☆
①
15
時
〜
17
時
、
②
10
時
〜
16
時

☆
オ
ー
ク
ワ
パ
ビ
リ
オ
ン
シ
テ
ィ
田
辺
店

【
税
に
関
す
る
習
字
展
】

☆
11
月
11
日
㊏
〜
18
日
㊏

☆
９
時
〜
22
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

☆
オ
ー
ク
ワ
パ
ビ
リ
オ
ン
シ
テ
ィ
田
辺
店

☆
田
辺
税
務
署 

総
務
課

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
４
１
３

ユ
ー
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

☆
①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

13
時
〜
13
時
55
分

②
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

14
時
〜
16
時
20
分

☆
①
軽
減
税
率
制
度
や
事
業
者
支
援
措

置
に
つ
い
て

②
年
末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
の
作

成
方
法

☆
田
辺
税
務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
６
２
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

☆
☆
11
月
14
日
㊋　

11
時

☆
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
等
の
発
生

に
備
え
、
全
国
一
斉
に
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

に
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
情
報
を
防
災
行

政
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝

達
す
る
訓
練
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
防
災
行

政
無
線
放
送
に
加
え
、
防
災
行
政
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
で
も
情
報

を
配
信
し
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
国
か
ら
津
波
や

武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
地

方
自
治
体
へ
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

☆
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

防
災
企
画
係

☎
０
７
３
９
（
２
６)

９
９
７
６
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情報ボックス

休日急患診療

防災行政メール等 救急受診ガイドモバイル用ホームページ

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　35,575 人
  女 　39,972 人
  計 　75,547 人
世帯　35,449 世帯
出生　　　44 人（男 24 女 20）

市の人口
（平成 29年 9月末現在）

前月比
（-25）
（-54）
（-79）
（-23）

第
33
回
こ
だ
ま
祭
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
11
月
26
日
㊐　

9
時
〜
15
時

☆
本
宮
行
政
局

■
イ
ベ
ン
ト

◇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◇
各
種
団
体
コ
ー
ナ
ー

◇
朝
市
コ
ー
ナ
ー

【
八や
た
が
ら
す

咫
烏
三
人
駅
伝
大
会
・
子
ど
も
マ

ラ
ソ
ン
】

☆
◇
受
付　

8
時

◇
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト　

10
時

◇
駅
伝
ス
タ
ー
ト　

10
時
30
分

☆
本
宮
行
政
局

■
競
技
部
門

◇
駅
伝
（
3
区
間
9
．５
㎞
、
1
チ
ー

ム
3
人
、
男
女
混
成
可
）

一
般
男
子
・
女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子

◇
マ
ラ
ソ
ン
（
低
学
年
1
㎞
、
高
学
年

2
㎞
）

小
学
生
低
、
高
学
年
の
男
子
・
女
子

☆
４
０
０
０
円
（
駅
伝
一
般
男
子
・
女

子
の
み
）

☆
八
咫
烏
三
人
駅
伝
実
行
委
員
会
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
こ
だ
ま
祭
実
行
委
員
会

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
２
６
９

◇
八
咫
烏
三
人
駅
伝
実
行
委
員
会
（
本

宮
教
育
事
務
所
内
）

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
１
６
４

◇
餅
つ
き
体
験　

等

■
産
品
販
売
・
お
食
事
処
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

☆
龍
神
行
政
局 

産
業
建
設
課

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
８
３
０

【
村
民
文
化
祭
】

☆
11
月
18
日
㊏
〜
23
日
㊍
㊗

☆
9
時
〜
17
時

☆
龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
作
品
展
示　

絵
画
・
書
・
工
芸　

等

◇
舞
台
発
表
（
11
月
23
日
㊍
㊗
）

・
龍
神
中
学
校
文
化
発
表
会　

8
時
40

分
開
演

・
翔
龍
祭
舞
台
発
表
会　

13
時
開
演

☆
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
３
０
１

２
０
１
７
翔
龍
祭
を
開
催
し
ま
す

【
龍
神
林
業
ま
つ
り
】

☆
☆
◇
11
月
18
日
㊏　

9
時
〜
16
時

◇
19
日
㊐　

9
時
〜
15
時

☆
龍
神
ド
ー
ム

■
イ
ベ
ン
ト

◇
龍
神
木
の
ク
ラ
フ
ト

◇
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ　

等

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

◇
女
性
木
工
教
室

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
Ｇ
ワ
ー
ク

ス
（
☎
０
７
３
９
―

７
７
―

０
７
８
５
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
親
子
木
工
教
室

歴
民
講
座「
上
野
の
獅
子
舞
を
み
る
」

を
開
催
し
ま
す

☆
11
月
26
日
㊐

☆
13
時
30
分
〜
15
時
（
予
定
）

☆
た
な
べ
る
２
階
「
大
会
議
室
」

☆
春
日
神
社
（
下
川
下
）
の
例
大
祭
で

奉
納
さ
れ
る
「
上
野
の
獅
子
舞
（
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
）」
を
、
実
際
に

鑑
賞
し
、
歴
史
と
伝
統
に
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
獅
子
舞
の
解
説
や

獅
子
舞
保
存
会
の
方
と
の
対
談
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

第
30
回
田
辺
農
林
水
産
業
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

☆
11
月
12
日
㊐

☆
10
時
〜
14
時
30
分

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
室
内
練
習

場
及
び
室
内
練
習
場
駐
車
場
）

☆
◇
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
指
定

ブ
ー
ス
に
て
先
着
30
名
様
限
定
30
円
均

一
販
売
）

◇
Ｊ
Ａ
農
産
物
品
評
会（
室
内
練
習
場
）

◇
ミ
カ
ン
狩
り
（
小
学
生
以
下
）

◇
子
供
木
工
教
室
・
丸
太
切
り
・
水
源

林
ジ
オ
ラ
マ
作
成
体
験

◇
海
賊
焼
き
・
塩
干
物
コ
ー
ナ
ー

◇
紀
州
備
長
炭
コ
ー
ナ
ー

◇
お
祭
り
横
丁

◇
梅
の
種
飛
ば
し
大
会

◇
シ
カ
肉
の
竜
田
揚
げ
・
熊
野
牛
焼
肉

販
売

◇
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ラ
ン
ド
・
ミ
ニ
新
幹
線

◇
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

◇
餅
ま
き　

等

☆
農
業
振
興
課 

農
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
０

「
朗
読
の
楽
し
み
」
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
11
月
16
日
㊍　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
た
な
べ
る
２
階
「
大
会
議
室
」

☆
朗
読
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に

よ
る
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
師　

楠
本
郡く
に
こ子
さ
ん
、
藤
畑
静
代

さ
ん
、
田
中
千
恵
さ
ん
（
朗
読
グ
ル
ー

プ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」）

☆
70
名
﹇
先
着
﹈

☆
市
立
図
書
館

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
７

お
う
ち
に
「
未
登
録
の
象
牙
」
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象
牙
の

在
庫
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て
い

な
い
象
牙
を
売
っ
た
り
あ
げ
た
り
す
る

の
は
違
法
で
す
。
未
登
録
の
象
牙
を
お

持
ち
の
方
は
下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
全
形
を
保
持
し
た
象
牙
の
み
が
登

録
対
象
で
、
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等

の
象
牙
製
品
は
登
録
対
象
外
で
す
。

　

な
お
、
所
有
者
死
亡
に
よ
る
近
親
者

へ
の
相
続
は
違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
そ
の
後
、
販
売
等
を
す
る
場
合

に
は
、あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少
野
生
動

植
物
種
の
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

☎
０
３
（
６
６
５
９
）
４
６
６
０

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
10
時
〜
17
時
）

田
辺
市
ひ
き
こ
も
り
支
援
啓
発
講
演

会
・
和
歌
山
県
地
域
若
者
支
援
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
11
月
18
日
㊏　

13
時
〜
16
時

☆
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
・

ユ
ー
１
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

☆
◇
第
1
部

・
講
演　
「
若
い
人
の
生
き
る
を
支
え
る
」

・
講
師　

青あ
お
と砥 

恭や
す
し 

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
さ
い
た
ま
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

代
表
理
事
）

　

子
供
や
若
者
、
そ
の
家
族
が
、
も
う
少

し
楽
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
で
何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

◇
第
2
部

・
演
劇　
「
幸
と
歩
」

・
出
演　

串
本
古
座
高
校
演
劇
部

　

春
季
全
国
高
校
演
劇
研
究
大
会
に
出

場
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
上
演
し
ま
す
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１



相談日程等

有 料 広 告１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

　本紙（広報田辺）及び田辺市のホームページに掲載する有
料広告を募集しています。
　広告掲載を希望される方は、広告原稿を添えて掲載を希望
する月の２か月前の 20 日までにお申し込みください。詳し
くは、企画広報課 広聴広報係までお問い合わせください。
☎ 0739-26-9963　　http://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/koukoku-kouhou.html

広報紙・ホームページへ広告を載せてみません
か？

有 料 広 告 募 集 中 ！
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆平成 30年2月分は12/1㊎から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

11 月の納税等

■市県民税 給与特別徴収…10 月徴収分
■国保税 普通徴収…第 5 期分
■介護保険料 普通徴収…第 5 期分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 5 期分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。
※広報田辺 10 月号掲載の市県民税給与特別徴収に誤記がありました。
正しくは、9 月徴収分となります。訂正してお詫びします。

◇４か月児健診　11/8 ㊌＝田辺、9 ㊍＝龍神、15 ㊌＝本宮、28 ㊋＝田辺、12/12 ㊋＝田辺、14 ㊍＝大塔
◇７か月児健診　11/9㊍＝龍神、14 ㊋＝田辺、15 ㊌＝本宮、29 ㊌＝田辺、12/13 ㊌＝田辺、14 ㊍＝大塔
◇ 11か月児相談　11/9 ㊍＝龍神、10 ㊎＝田辺、15 ㊌＝本宮、21 ㊋＝田辺、12/1 ㊎＝田辺、14 ㊍＝大塔
◇１歳６か月児健診　11/7 ㊋＝中辺路、15 ㊌＝田辺、30 ㊍＝田辺、12/6 ㊌＝大塔・田辺、7 ㊍＝龍神
◇２歳児相談　11/6 ㊊＝田辺、7 ㊋＝中辺路、24 ㊎＝田辺、12/6 ㊌＝大塔、7 ㊍＝龍神、11 ㊊＝田辺
◇３歳６か月児健診　11/2 ㊍＝田辺、7 ㊋＝中辺路、22 ㊌＝田辺、12/5 ㊋＝田辺、6 ㊌＝大塔、7 ㊍＝龍神、15
㊎＝田辺
◇マタニティスクール　11/10 ㊎＝田辺、11/24 ㊎＝田辺、12/1 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　11/5 ㊐＝田辺、12/10 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課健康管理係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 19 ページ参照）までお問い合わせください。

▼特集の取材で鳥の巣半島のため池へ行きました▼気候は涼しくなって過ごしやすかったのです
が、大量の蚊！！▼アフリカツメガエルより蚊のインパクトがすごかったです（ヤノマイ）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で先
着 8 名。11/27 のみ 4
名。相談日の正午まで
に要予約）

11/13 ㊊（11/ 7 ～）・山本弁護士
11/20 ㊊（11/14 ～）・中松弁護士
11/27 ㊊（11/21 ～）・岡田弁護士
12/ 4 ㊊（11/28 ～）・鈴木弁護士
12/11 ㊊（12/ 5 ～）・木戸弁護士

14 時 ～ 16 時
のうち、１人
15 分間
※ 11/27 は 14
時 30 分 ～ 15
時 30 分

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣３階）
※ 11/27 は中辺路
行政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

11/17 ㊎・中村恒夫 10 時～ 11 時 中辺路行政局

11/22 ㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 大塔行政局

11/28 ㊋・那須正治
　　　 　（☎ 090-4640-3142） 13 時～ 15 時 社会福祉センター

3 階「相談室」

11/28 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

12/ 1 ㊎・松本淳 13 時 30 分～
15 時 30 分 龍神行政局

12/ 5 ㊋・那須正治
　　　　 （☎ 090-4640-3142） 13 時～ 15 時 社会福祉センター

3 階「相談室」

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対
応。登記相談は事前に
要問合せ。法務局でも
相談可）

① 11/21 ㊋・人権擁護委員、法務
局職員
② 12/ 1 ㊎・人権擁護委員、法務
局職員
③ 12/ 8 ㊎・人権擁護委員

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

①中辺路行政局
②龍神行政局
③ 市 民 総 合 セ ン
ター 4 階「会議室」

法務局 田辺支局
（文里一丁目 11-9）

☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター2階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター 1 階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

㊊～㊍ 9 時～ 17 時
国際交流センター　☎ 0739-33-9019

　㊎ 9 時～ 12 時
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル　　　　　　　たなべ散歩ほの
ぼのジェンの

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

　最近は一日を通してとても過ごしやすい季節
となりました。
　11 月といえば、11 月 5 日は「世界津波の日」
に制定されていることをご存じでしょうか。制
定のきっかけは、和歌山県広川町に伝わる有名
な逸話である濱口梧

ごりょう

陵の「稲むらの火」です。
　これは、江戸時代後期の安政元年（1854 年）
11 月 5 日に発生した安政南海地震の際に、広
村（現在の広川町）の村人である濱口梧陵が、
自らの稲むら（稲束を積み上げたもの）に火を
付けることで村人を高台まで導き、津波災害か
ら多くの命を救ったというものです。

　私はトレイルランニングという未舗装の山野
を走る競技をしています。以前は、京都に住ん
でおり、競技をしながらインストラクターもし
ていました。そんな中、偶然龍神の出身の方と
出会い、訪れてみたところ、龍神の山の魅力を
知り、2年半前から住むようになりました。そ
れまでにも、あちこちの山に行ったことはあっ
たのですが、龍神は今までに行ったどことも違
う山並みで、とても新鮮でした。
　今は、トレイルランニングを続けながら、ガ
イドとして龍神を訪れた方に山を案内していま
す。自然を感じてもらうだけでなく地元の方と
の交流も大事にしており、それは多くのお客さ
んに喜んでいただいています。
　行く行くは、龍神でトレイルランニングの大
会ができればと思っていますが、自分ひとりで
できることではありません。地域の方と協力し
ながら、龍神の自然の良さを多くの方に伝えら
れる活動をしていきたいと思います。

第 42 回　稲むらの火

　濱口梧陵は、その後も津波災害から村を守る
ため、私財を投じて長さ 600 ｍもの巨大防波堤
を築きました。完成した堤防は、昭和21年（1946
年）に発生した昭和南海地震の際には津波災害
を最小限に食い止めたといわれ、現在もなお広
川町を守り続けています。
　この濱口梧陵の偉業と精神、教訓を学び継い
でゆくため、広川町には濱口梧陵記念館と津波
防災教育センターからなる「稲むらの火の館」
が建てられています。皆さんも、心に消えるこ
とのない稲むらの火を灯

とも

しに出掛けてみてはい
かがでしょうか。

第 20回　国際交流・防災ワークショップ

　私が一番企画したかったイベント、「国際交流・防災ワークショッ
プ」が10月1日㊐に市民総合センターで行われました。日本に住ん
でいる外国人にとって一番心配なことの一つは、災害に対してどう
対応するかということです。私は日本に来てから初めて地震を経験
し、南海トラフ地震のことを聞いたときは、怖くなり、とても不安に
なりました。和歌山市では外国人のための防災ワークショップを開
催したことがありますが、紀南地方では無かったので、絶対に必要
なイベントだと思いました。もし南海トラフ地震が起きたら、和歌
山県内で一番津波被害のでる紀南地方だと言われているからです。
　今回のイベントでは、和歌山県内に住んでいる外国人と日本人が
一緒に協力し、お互いサポートしながら、たくさん楽しいアクティ
ビティを体験し、地震や津波など自然災害の対策を学びました。こ
の国際交流イベントのためにたくさんの方たちに協力していただき、
参加者の皆さんがAEDの使い方や、避難所生活を体験したり、ピク
トグラム（視覚記号）のことを学んだり、起震車体験もできました。
　2020年には、東京オリンピックでたくさんの外国人が日本に来る
ので、国際交流・防災ワークショップはこれからも必要だと思います。

　今回、私は「弁慶サタデーナイト能」の舞台裏にお邪魔させていた
だきました。そこで私は人生で初めて能楽器の小鼓を体験しました。
一見軽くて簡単そうなのですが、これが重くて難しかったです。あま
り力を入れず、指を弾ませるというコツを教えてもらい、再度やって
みると、今度は「ポンッ」という音が鳴るようになりました。その瞬間、
思わず友達と目を合わせて「おぉっ～」と喜びを声に出していました。
　次に、舞台で使う「鬘

かずらおけ

桶」を見させていただきました。これには頭
につける鬘

かつら

や油、くしなどを入れる道具で、昔の髪結いはこれを背負っ
て歩いていたそうです。また、桶を椅子代わりにしてお客さんに座っ
てもらいその場で髪を結っていたそうです。能を見るだけでなく、能
で使われる小道具について知るのも楽しいなと思いました。
　皆さんも「芸術の秋」に、能に触れてみませんか？

中川 政
まさとし

寿 さん
龍神村小又川

トレイルランナー

Do you know　サタデーナイト能 ?
写真・文　神島高校　池永　彩乃

龍神の自然の魅力を多くの
方に伝えたい
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）
の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、電
話番号、簡単なコメント（50 字まで）を添えてくだ
さい。12 月生まれのお子さんの締切りは、11 月 10 日
㊎です。掲載できる枠に限りがありますので、先着順
とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　
企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

　11月１日㊌から、母子健康包括支援センターを
市民総合センターの健康増進課内に開設します。
　当センターでは、妊娠初期から子育て期に合
わせた相談や情報提供をし、早くから保健師や
助産師を身近な相談相手と感じていただくこと
を目指します。そうすることで、小さな疑問や
不安を早期に解消し、子供とともに成長する喜
びをより大きく感じていただけるのではないか
と考えています。
　また、「育児を支援してくれる人がいない」「体
調に不安がある」「育児方法の手順が分からな
い」など、出産後は様々な不安や悩みがありま

第 51回　母子健康包括支援センターについて

す。そんなお母さんを少しでもお手伝いできる
よう、産婦人科や助産所で赤ちゃんと一緒に過
ごし、授乳指導などのサービスが受けられる産
後ケア事業として、これまでの「宿泊型サービ
ス」に加え、新たに産後ケア事業の「デイサー
ビス型」も開始します。事前の申請が必要です
が、産後 4か月になるまで利用することができ
ます。（利用要件があります。）
　スタッフ一同、心からお待ちしていますので、
どうぞお気軽にご相談ください。

健康増進課
健康管理係
松本　敦子

11

本館＝毎週㊊（㊗を除く。）、11/24㊎（整理日）
龍神分室＝第 1･2･3㊏㊐、11/3㊎㊗、23㊍㊗
中辺路分室＝毎週㊐、11/3㊎㊗、11㊏、23㊍㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、11/3㊎㊗、23㊍㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、11/3㊎㊗、23㊍㊗

　この時期になると読書の秋、芸術の秋等とよ
く言われ、市はもちろん全国的にもいろいろな
美術展覧会が開催されているようです。中でも
興味深いのが、作家でありドイツ文学者の中野
京子さんが監修しており、東京で開催されてい
る「怖い絵」展です。この怖い絵シリーズ等は、
図書館に所蔵していますので、是非ご来館くだ
さい。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 11/5・12・19・26、12/3 全㊐
（11 時～）
中辺路分室＝ 11/18㊏（10 時 30 分～）
大塔分室＝ 11/25㊏（10 時 30 分～）

★おはなしのじかん
おはなしやわらべうたなど（対象：
小学生以上）
本館＝ 11/4、12/2 全㊏（11 時～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 11/11・18・25 全㊏（11 時～）

★ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべ
うたあそびなど（対象：0～2歳くらい）
本館＝ 11/15㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアター
など（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 11/15㊌（11 時 30 分～）

ノーム・不思議な小人たち
著／ヴィル・ヒュイゲン、リー
ン・ポールトフリート
発行／㈱グラフィック社
　陽気でイタズラ好きな小
人、ノームってどんな生き
物？ ノームの全てがつまっ
た本。家族で楽しめます。

日本百低山
著／日本山岳ガイド協会
発行／幻冬社
　標高 1,000 メートル内外の
低山を、それぞれの解説とし
て「ガイドの目」や参考タイ
ム・略地図を付記し、分かり
やすく紹介する。

い
ぬ

帰
る

瀬川　陽
ひなた

太ちゃん (1歳）
ひなちゃん1歳のお誕生日おめ
でとう♡
これからも元気いっぱい毎日
笑おうね !!
大好きだよ♡パパ ･ママより

ミッキーマウス大好き♥この
みちゃん｡ ２歳のお誕生日お
めでとう！お菓子大好き、で
もご飯も好きになってね！
父、母より。

番平　好
このみ

美ちゃん (2歳）

こてっちゃん１歳の誕生日おめ
でとう♥
姉､ 兄にもまれながら
 これからも元気いっぱいに
育ってね！

柳川　虎
こてつ

徹ちゃん (1歳）

竹内　想
そう

ちゃん (1歳）
想くん♡１歳お誕生日おめで
とう♡ 
これからも元気いっぱいの笑
顔を見せてね !!

八百　陽
ひ よ り

依梨ちゃん (4歳）
4 歳のお誕生日おめでとう！
おしゃべりも変顔も上達し
て、毎日元気いっぱいね♥い
つも笑顔をありがとう♥
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みんなの彩時記

　9 月 30 日㊏、熊野本宮大社で献
けんとうさい

湯祭が行わ
れ、参列者は初

はつゆ

湯が注がれた樽
たる

を御神前にお供
えし、自然の恵みに感謝するとともに温泉郷の
更なる発展を祈願しました。

　10 月 3日㊋、龍神市民センターでまちづくり
報告会が開催され、市長が今後 10 年のまちづ
くりを進めるための計画を説明しました。本報
告会は、来年1月まで市内全12か所で行います。

　9月 30 日㊏・10 月 7 日㊏、鬪雞神社、扇ヶ浜
等で弁慶まつりが開催されました。
　鬪雞神社の特設舞台で上演された弁慶サタデーナ
イト能では、能囃

はやし

子コンサートと、観
かんぜ

世流能『橋弁
慶』の披露があり、能楽器の体験などもありました。
田辺花火大会の関連イベントとして行われた花火作
り体験では、参加した子供たちが4号玉花火の玉詰
めに挑戦。花火大会の後に行われたよさこい総踊り
では、ミュージシャンの古家学さんの新曲が披露さ
れ、盛大に行われた祭りが締めくくられました。

今年も催しが盛りだくさん！
熱気に満ちた弁慶まつり

　10 月 15 日㊐、ガーデンホテルハナヨで紀南グ
ルメグランプリが行われました。
　紀南の魅力をもっと知ってもらいたいと、白浜・
田辺青年会議所が開催したもので、紀南の飲食店
など 20 店舗が出展し、地域の食材を使った料理
が販売されました。また、ステージでダンスなど
が行われたほか、椅子作りやドローンの体験コー
ナーもあり、多くの家族連れなどでにぎわいまし
た。参加した女性は、「いろんなお店の料理が味
わえてよかったです」と話してくれました。

おいしい料理で
紀南の魅力を発見

　9 月 29 日㊎、紀伊田辺駅で、アートイベン
ト『紀の国トレイナート』のデザイン列車出発
式が行われ、小山駅長とデザインを考えた浜野
蒼太君の合図で出発しました。

　10月7日㊏・8日㊐、杵
きなら

荒神社で例祭が行われ、
中辺路小学校の児童による寿

ことぶきしきさんばんそう

式三番叟や、大人
による時代剣劇や喜劇の奉納があり、盛大な拍
手が送られました。
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